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しけんかん

月夜堂








	作品は完全なフィクションです。

	モデルとなる特定の人物、場所はありません。

	薬品も架空のものです。

	疾患も典型的な病型とは違うように記載しています。

	ご理解の上、ご了承下さい。
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しけんかん １







　午前七時、住宅街のあちこちから人々が駅へ向かう。最寄りの駅まで約十分、新庭しんばもその中に混ざる。だいたいいつも同じメンバー、同じ光景だ。幼稚園の制服を着た子どもと手を繋いで歩くサラリーマン、自転車の前後に幼児を乗せ、胸に乳児をくくりつけ、更にリュックを背負って自転車で疾走するワーキングママ、隙なくブローされたヘアスタイルとハイヒールにパソコンバッグのＯＬ。くたびれた背広、ぴしっと糊の利いた襟が見える背広、ラフなシャツとチノパン、男たちの格好もさまざまだ。前髪の気になる女子高生、イヤホンにだらりと腰パンの男子の横を部活に遅れるのかダッシュで駆け抜ける丸刈り中学生三人組、雨風関係なく必ず門まで夫を見送りに出てくる初老の妻。そんな背中を眺めながら二分歩いたところで、先の角から長身の男が出てくる。今日はグレーのスーツ、サイドベンツのデザインが多い。肩幅があって、腰が定まっていて、脚の形がまっすぐで歩き方もまっすぐ、靴の踵の減りは均一。指輪はなく、軽いビジネスバッグ。刈り込まれたうなじは散髪したてだ。毎朝この男を鑑賞しながら駅まで行くのが新庭の密かな楽しみだ。名前も仕事も知らないが、電車の車両も同じ、違うドアから乗るがどちらも車両の中ほどに移動するので、期せず近くにいることが多い。車内で新庭はスマートフォンで新聞を読む。その男もスマホの画面に目を落としていることがほとんどだ。二つ目の駅で新庭の方が先に電車を降りる、毎朝それだけのことだった。







　お、いいケツ。あの骨格はガイジンか。日本人であのぷりっぷりのケツはないな。

　新庭しんばは顎ギリギリまでジャグジーに浸かってプールを行き交う男たちを眺めた。

「物色中？」

「セクハラ発言ー」

「目つきがいやらしい」

「じゃあ見るな」

　新庭はざばっと勢いよくジャグジーを出た。からかった深和ふかわに水がかかったが無視した。

　元オリンピック選手がオーナーというジムは早朝でも人がいる。少し割高な入会金でもＩＴ系や外資系企業勤務の者は気にしない。軽く運動してから出勤する人も多く、ヨガクラスなどは早朝から女性でいっぱいだ。

　夜勤明け、まっすぐ家に帰るよりジムでシャワーを浴びて、併設のカフェで「ヘルシーパワーフード」なる訳の分からないセットを食べるのが新庭の定番だ。

「新庭さんって日本人？　何してる人？」

　横のテーブルの女性が声を掛けてきた。何度かランニングマシーンで隣り合わせになった顔だ。

「ハーフ。仕事は秘密」

「えー、そうなの？　私は情報系」

「そうですか。畑違い」

「ふーん。ねえ、深和さんと仲いいっぽいよね」

「深和さん狙い？」

「友達がね。もうすぐ来る」

「ああ……」いつも一緒にいる大きな女か。深和がゲイ、しかもネコだとは黙っておくことにした。

「たまに顔を合わせる程度だから、よく知らない」

「そっか、失礼しました」

　女性はベーグルサンドにかぶりついた。はみ出たアボカドがぼとりと落ちたのが下卑た感じがして、新庭はマグカップで自分の視線を遮った。カフェインレスのコーヒーはいまひとつ物足りない。

「ごめーん、お待たせー」

　ドスドスと足音高くやってきた連れの女性はガッチリを通り越した筋肉質、潰れた耳は柔道か。スポーツマンとしてのレベルは高そうだが一般的な女子というには残念だ。かえって深和にはお似合いかもしれないと思ったが、これも黙っておくことにした。

　ボウルに手を添えず顔を突っ込むようにして握ったフォークで山盛りのサラダをかき込む彼女の様子に昔飼っていた犬を思い出した。

「ほら、またそんな食べ方！　彼、呆れてるよ」

　自分も口いっぱいに物を入れたまま最初の女性が言った。

「気にしません、お先に」腕には鳥肌が立っている。新庭はさっさと会計に向かった。


＊＊＊＊＊


　大学病院から消化器専門の尾中おなか胃腸病院に移って二年、夜勤明けは一日休みが規定でそれは余程の時以外守られている。以前なら一ヶ月連勤、つまりほとんど休みなしということがほとんどだった。新庭はスーパーマーケットでレトルト食品を買い込んで、自宅マンションに戻った。郵便ポストにはＤＭばかり、回収しないわけにもいかず紙の束を引き抜いた。衣類を洗濯乾燥機に突っ込んでロボット掃除機のスイッチを入れ、ソファに寝そべった。スマートフォンが着信音をポンポンと鳴らしているが無視して目を閉じた。

　二年前までの新庭は、ほとんどの若手医師と同じくいつも時間に追われていた。日々が勉強なのは変わらないが、時間に余裕ができたことで精神的にも楽になった。学生時代から付き合っていた男と切れたこともある。長い間一緒にいた相手だったが、いまはただの医師同士で何の感傷もない。別れたという噂が秘やかに同類の界隈に広まったとたん、驚くほど誘われた。ぎょっとする地位の男から声が掛かったときに、やっと自分がモテているのだと気づいた。付き合っていた男のガードが強固だったと皆に言われて、なるほどあれは独占欲だったのかと腑に落ちることが多かった。そうやって守られすぎていたため、他の男たちの誘いは新鮮で適当に遊ぶことも覚えた。恋愛において自分から告白したことはなく、どんなときも相手から来るのだった。色気の蛇口を閉めておけ、どの男も同じことを言う。そんなに物欲しそうな顔をしているのかと鏡を見ても今ひとつピンと来ないのだった。

　スマートフォンのメッセージ音がうるさい。見ると同期の菊池で今度の学会発表の相談だった。寝転んだまま返事を打っているうちに眠気が飛んで頭がクリアになってしまったので、「今から行く」と返信した。







　病態生理学の研究室に行くと、菊池医師が悲愴な顔をしていた。新庭と菊池は消化器内科ではあるが、生理学的見地からの研究を行っていた。新庭はいくつか論文ペーパーを提出して辞めたが、菊池はまだ研究を続けている。

「新庭ぁ、ここに来てＹ医大の木口先生が先に発表しちゃってさー」

「え？　どこで？　そんなトピックス読んだ記憶がないけど」

「臨床じゃなくて基礎学会にエントリー。内容が俺のとだだ被り」

「マジか。山岸教授、なんておっしゃってた？」

「……選挙でそれどこじゃない」と菊池は声を潜めた。

「学長選？　またかよ……」山岸教授は前回の学長選でも敗北している。現学長が不祥事で辞任するため、後釜を狙っているのだった。

「森田先生もプライベートのゴタゴタでずっと休んでてさあ」

「へえ、知らなかった。廖先生、まだアメリカ？」

　教室員の少ない講座のため、准教授の森田が新庭と菊池の指導者で、廖助教はアメリカで研修中だ。この大学で基礎研究に従事する医師は少なく、研究員のほとんどは他の理系大学出身者で、たまに新庭と菊池の様に臨床講座から預けられる者もいる。

　講座から病態生理へ来ていたのは新庭と菊池だけで、菊池の仕事を理解しているのは新庭だけだった。

「さっき相談メール出した。とりあえずギリギリまで粘る」

「じゃあ、僕のときのと比較入れよう。まだ後続のデータどこからも出てないだろ。あとは……パワポはグラフぶち込んだらいいだけにしておく。菊池、診療は？」

「あとで病棟行けばいいだけ。でも、参った参ったまいったったったー」

  真顔で歌い始めた菊池の背中をさっさとやれと押した。プレゼンにセンスのない菊池のスライドは見にくく分かりづらい。せっかく良い結果をだしているのだからせめて発表する画像くらいは見栄えのよいものにしてやろうと新庭はパソコンに向かった。新庭も研究で彼に助けてもらったことが何度もあるのだった。

「論文ペーパーで取り返すしかないっしょ」

　二人は集中して作業を進めた。

　菊池が病棟から呼ばれた。

「げっマジか、もう三時間も経ってる！　ちょい行ってくる」

「おー。僕もちょっと休憩する。コンビニで何かいる？」

「焼きそばパンとカップ焼きそば。大盛りの方」

「それ以上太る気か……」

「ぶーぶーぶー！」

　百キロを超えの身体を揺すって菊池が出ていった。

　新庭も伸びをしてジャケットを羽織らず腕まくりしたシャツ姿のまま小銭入れをスラックスのポケットに入れた。研究棟からの渡り廊下で数人の業者がたむろしていた。横を通り過ぎて、あれ、と思った。同時に「あ」と小さな声が聞こえ、一人の男と目が合い、そのまま軽く目礼しあった。

「小淵こぶちさん、新庭しんば先生知ってるんですか」

　上司の田部に訊かれ、小淵はいえ、と首を振った。

「あの人、新庭先生っていうんですか」

「なんだ知り合いじゃないの。ここの病院辞めたって聞いてたけど、研究はまだやってんのかしら」

　各教室の医師たちを田部は頭に入れている。胸のボタンは谷間が見えるギリギリに開いて、タイトスカートのスリットは深め。今どきこんなスタイルは逆ハラスメントではないのかと思われるが、計算ずくのこの格好に弱い男がまだ多い。したたかな彼女は門前払いの他業者を出し抜き、この武器を最大限に使って入札競争に参戦しては高価な機器をあちこちに納めるのだ。

「基礎の先生じゃないんですか」

「消化器内科だったかな。菊池先生、さっき通ってった太った先生ね、あの先生と一緒に病態生理に預けられてたはず……っと、小川先生いらっしゃった！」

　目当ての講師を見つけた田部が表情を引き締めた。


＊＊＊＊＊


　雨が三日続いている。通勤時間に土砂降りなのは厄介だ。新庭はアンクル丈のパンツとラバーシューズを履きリュックを背負って外に出た。普段からスーツにネクタイという格好で通勤することはないが、ラフすぎない様には心がけている。しかしこんな時は別だ。前を行くいつもの人々もレインコートや合羽を着たり、レインシューズでしのいでいたり、男子高校生などは膝まで裾を折ったりしている。普段スーツ姿のサラリーマン諸氏は諦めモードなのか防水靴を履くくらいで歩いている。新庭はあの男を目で追っていた。彼も例に漏れず諦め組のようで、スーツのまま水たまりを避けて歩いていた。あの日以来大学には行っていないが、彼はどうだろう。業者用のＩＤをぶら下げていたから出入りの業者なのだろう。いつも門まで夫を見送りに出る奥さんはこんな土砂降りでもまったく変わらずに夫のために門を開け、行ってらっしゃいと頭を下げる。ご苦労なことだと彼女の濡れた足元を見ながら新庭も歩を進めた。電車のホームであの男と一瞬目が合って、また軽く目礼した。

　新庭のいた大学病院では、消化器内科も食道・胃・腸と肝臓・胆嚢・膵臓の二科があり、新庭は主に食道と胃が専門だ。

　病院のロッカーで濡れた服を着替えた。他にも同じく着替える医師は多く、ロッカールームの湿度が高かった。

「続きますねえ」消化器外科の高橋医師が窓を見上げた。

「ホント。今週いっぱい雨だそうで」

「嫌だねえ。オペ室までじっとりしそう」

「うー想像したら怖いですよ」

　あははと笑った高橋医師がコーヒーショップのボトルを持って先に立ち、新庭もコンビニのサンドイッチを持って内科医師控室に向かった。

　患者の入退院に関する書類、紹介元への返信、各種診断書などが一日で溜まっていくため、朝のこの時間に片付けることにしている。

　端末にログインして検査データや画像を見ながら返信を書いていて、ふと紹介元を見ると別れた男の病院からだった。個人病院に勤務する彼は時々患者を送ってくる。軽症の者もいれば、よくこんな初期の病変に気がついたなと関心する者もいる。いずれにせよもう個人的な感情はない。

「おはようございます。また雨が強くなってますよ」

　女医の中村がやってきた。

「おはようございます。今日の外来、少ないかもしれませんね」

「だといいけど。昨日だって結構な雨だったけど多かったし、わかんないですね」

「午前の検査、少ないといいなあ」

　中村は内視鏡の名手で紹介患者が多く、彼女の検査日は分刻みに予約が詰まっている。

　彼女も早朝に仕事を済ませる派で早速自席で仕事を始めた。

　中村の言ったとおり、大雨にもかかわらず外来は人があふれ、午後から検査も抱えた新庭はいつもよりバタバタと忙しかった。さらに入院患者の家族と面談を終えたらすっかり夜になっていた。

「ふぃぃー」

「お疲れ様でした。まさかあの息子さんが先生に告白するための面談だったなんて」

「三木さんがいてくれて助かりました」

　患者の息子は最初、三木看護師の同席を嫌がったが、規定だからと彼女は新庭の横に座った。彼は母親の病状について堂々巡りの質問を繰り返し、挙げ句の果てに看護師の目の前で新庭への想いを告げたのだった。

「ピシッとお断りになったのはお見事でした」

「お褒めにあずかり光栄です」

「ホイホイお誘いに乗っちゃう人もいますから」

　かつて女性患者を食い物にして退職させられた医師がいたのだ。

「っていうか、ああいうシチュエーションで告白って！　しかも同性に。いや、もう、僕の想像力の範囲外ですよ」

「まあ普通は告白自体ナシですよねえ」

　三木看護師は今のことは口外しないという含みの目をした。

　ゲイだと公言したことはないのに、看護師たちはどこのネットワークから情報を仕入れているのかちゃんと知っていた。表立って露わにすることもなく、新庭はからかわれたこともない。そういう面でも最強の内科チームだと感じている。

「オープンなのはとってもいいことなんですけど、平成生まれアラサーの私でも隔世の感があります」

「隔世の感。古風な」

　三木はうんと肯いた。

「私、一回り上の姉がいるんです。姉も看護師で、いまはカナダで女性のパートナーと暮らしてます。ほんの少し前のことなのに、その頃は家が崩壊するほどの大ごとでした」

「……それは……お気の毒に」

「落ち着くところに落ち着いて、離れてることもあって今は親も穏やかですけど」

「そっか。三木さんも大変でしたね。話してくれてありがとう」

「いえ。ちょっと言いたかっただけです」

　先生なら分かるでしょう？と三木は表情だけで続けた。

「大雨もいつか止むんですよ」

　新庭が言うと、三木がちょっと肩をすくめた。


＊＊＊＊＊


　やっと青空が広がった朝、新庭はいつもの顔ぶれとともに駅に向かっていた。テスト期間なのかノートを見ながらだらだら歩く男子高校生の横を三人の子どもを自転車に乗せたママさんが疾走していった。同じ時間に角からあの男が出てきて、一瞬新庭の方を見た。新庭は存在に気づかれたら鑑賞する楽しみが減るとダッシュするＯＬに視線を移した。

　昼休み、メールチェックをすると教授に追加実験を命じられたという菊池の泣き言が入っていた。帰りに寄ると返信した。

「この前、時間的に追加はないだろうと思ったけど……」

「山岸教授せんせいがねー、業績がねー」

　業績が一つでも欲しいのだろう。今さら増えたところで考慮されるものでもないのは菊池も新庭も知っているが、上の命令は絶対だ。

　新庭はデータ解析を引き受けてパソコンに向かった。菊池は患者の状態が安定しないため、何度も病棟から呼び出され、その度に巨体で飛び出していった。

「うー……コーヒー飲みたい……」独り言を呟いて、新庭はエレベータ前の自販機まで行った。

　エレベータの周りは養生がしてあり、どこかの教室が何か機器を運んでいるのだろうと避けて歩いた。ちょうどエレベータのドアが開き、高さのある箱を乗せた台車が降りようとした。乗っている三人がそれぞれ荷を支えているのが見えたので、新庭は開ボタンを押してやった。

「すみません！　あら、新庭先生でしたか！　ありがとうございます」

　身体の線が露わな女性がぱっと笑顔を見せた。できる業者は取引のない人間までよく名前を覚えている。新庭は曖昧に肯いた。一番大きな箱の台車を押しているのが、いつも見かける男だった。

　養生シートの上を台車でゆっくり進む彼の腕まくりした袖口にちょっと目を惹かれたが、新庭は素知らぬ顔をして自販機にコインを入れた。

「生化の小川先生んとこ、新しい自動分析入れてた！　よく予算降りたなあ」

　菊池がフウフウ言いながら帰ってきた。

「さっき運んでた」

「セクシー田部、いただろ」

「ああ、うん」

　菊池は白衣のポケットから焼きそばパンを出した。

「おい、また食うのか。おまえ血糖値ヤバいだろ」

「ストレスストレス。こういうストレスの時にセクシー田部見たら元気出るから、俺的にはあの格好全然オーケーなんだけど、ああいうのってこのご時世、逆セクハラとか言われないのかな」

　もぐもぐと口を動かして菊池は実験用グローブを着けた。

「小森女史とか女子学生が騒いだら一発アウトなんじゃない？　ってか小森先生がよくいままで黙ってるな」

　細菌学の小森准教授は自分がアカハラに遭ってきた分、学内でハラスメント関係の先鋒に立っている。

「それがさ、結構セクシー田部と仲いいみたい。案外、女子会とかやってんじゃね？」

「マジかー！　女の線引きってどこなんだ」

　無駄口は自然と収束し、彼らは実験に没頭した。

「これ、頼む！　これでおしまいだから……」

　菊池はヨレヨレと椅子に座った。

「終電過ぎてるよな。すまん。俺んち泊まってって。明日の朝、チビ助が喜ぶ」

「いやいや、タクシー使うから大丈夫。サンキュ」

　以前なら、こんな時は付き合っていた男の家でベッドに潜り込んでいたものだ。







　この時間なら付属病院の裏に一台二台タクシーが停まっていると考えながらエレベータホールに行くとドアが閉まりかけだった。中の人物が気づいて素早く反応し再び開いた。

「すみません、ありがとうございます」

「いえ……」

　背が高いと思ったら、あの男だった。

「……」

「……」

「遅くまでお疲れ様です」先に話したのは男だった。

「そちらこそ。業者さんなのに」

「新しいのを明日の朝一から稼働させなきゃいけませんので」

「ご苦労様でした」

「いえ仕事ですから」

　一階に着き、夜間出入り口でＩＤカードを端末にかざした。

「あの、新庭先生……ですよね。どうやってお帰りですか」

「タクシー拾います」

「よろしければお送りしましょうか。会社のワゴン車ですけど。私も直帰ですので」

「え……」

「え、あ、失礼しました。あの、いつも同じ電車なので、お近くかと」

　慌てて付け加えるこの男の顔が新庭の好みだった。

「あなたが誰なのか僕は知りません」

「失礼しました！　私はＫＤ社の小淵こぶちと申します」

　内ポケットから急いで出された名刺が温かかった。

「社用車に部外者乗せて大丈夫ですか？」

「あ……いえ、多分駄目です。でもこんな時間ですし、同じ方向ですし。安全に運転します」

「じゃあお言葉に甘えて。ありがとうございます。すごく助かります」

　駐車スペースのワゴン車は後部がへこんでいた。助手席の荷物を後ろに放り投げていた小淵が新庭の視線に気がついた。

「あ、いや、これは私がぶつけたんじゃなくて。ちゃんと先生を安全にお送りします」







　小淵の横顔が真剣だった。

「緊張されてます？」

「はい。新庭先生に何かあったらいけませんから」

「ありがとうございます」

「お声がけするのに人違いだったらどうしようと思ったんですけど、ご本人でよかったです」

「こういう時って迷いますよね。似てるだけの人かもしれないって」

　新庭が笑った。

「まさかっていうところでお会いしましたから」

「僕も最初はあれ？って」

「気づいておられたから今日驚かれなかったんですね」

　右折のウインカーを出して小淵がハンドルを切った。

「ええ」

　声もいい。ノンケでなければ自分から誘うのにと新庭は残念に思った。患者相手ならいくらでも家族関係にいたるまで聞き出すのに、さすがにこの状況では不躾だろうと自重した。

　自宅マンションの前まで送ってもらい、丁寧に礼を言って別れた。

「っていっても、数時間後にはいつも通り出勤ですから、またお目にかかれますよね」

　そう言って車は去って行った。

「ずっきゅーーーーん。殺し文句をあーんな無邪気に言うのは反則技だよなー」

　新庭は大げさに胸を押さえて部屋に入った。

　いままで男に不自由したことはない。告白する前に向こうから来たから、自分からのアプローチがわからない。

「ま、無理だな」灯りかけた恋心を熱いシャワーで消した。
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　あれから毎日小さな挨拶だけは交わしている。ちょっと視線を合わせるだけで、毎回小淵はドキドキしていた。

　いつもの通勤路、なんとなく雰囲気の良い気になる人だった。技術屋として行った医大の廊下で見かけたときには驚いた。上司が話した情報で素性を知ったのだった。

　上司の田部には彼女の部下になった早々に食われた。肉食系女子という言葉がぴったりの彼女はＡＶもどきの技で若者を食い散らかす。仕事ができ、出世欲にあふれる彼女には言いなりになる若い男が必要だった。小淵は彼女に骨抜きになった時期を経て、今がある。同じような部下の誰も彼女にセクハラされたと訴えないのは、皆その間は彼女に恋をしているからだ。小淵も同じで別れたあとは憑き物が落ちたように余計なことは考えず仕事に打ちこんできた。実際、何の憑き物が落ちたのか、女性に性的魅力を感じなくなってしまった。だからといって男にというわけでもなく、誰に対しても何も思わなくなった。仕事も忙しくなり、そんなことを考える余裕もなかったから特に悩むこともなかった。

「おはようございます」

　今朝は電車の中ですぐ近くに新庭がいた。思わず声に出して挨拶すると、彼はするりと隣に来て、小淵は胸の中でトンと何かが跳ねたのを感じた。

「おはようございます」一瞬口角を上げて新庭が言った。

「いい天気ですね」他に言うことはないのかと小淵は情けなくなった。

「雲のない青空」

　新庭の返しに隣に立っているＯＬまでスマホから顔を上げて窓を見た。

「今日も医大に行きます」

「生化の教室ですか」

「いえ、臨床検査室へ」

「そうですか。大変ですね」

「先生はあちらへは？」

「しばらく行きません。多分」

　学会はこの週末で、今から手伝えることはネット上のやりとりで済むからだった。

「それに今日は当直なんです」

「お疲れ様です」

　会社に着いてから、明日は会えないと気がついて小淵は少しへこんだ。そんな自分に疑問符がいっぱい浮かんだ。
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　当直明け、ジャグジーを使おうとジムに向かうと、フロントにオーナーの片割れがいた。新庭の母だ。

「あら、おはよう」

「おはようございます」

「目の下に隈」

「当直だったんです。バタバタだったんです」

「そう。ちゃんと患者さんのために頑張った？」

　ハンマー投げでオリンピック選手だった母はいつも同じことを聞く。

「できる限りは」

「お疲れ様。汗流していきなさい」

　母はポンと新庭の肩に手を置いた。

　新庭の出生は複雑で、彼はそのことを人に話したことはない。ただ母が日本人、父がアメリカ人のハーフとだけしか説明していない。ゲイであることは両親も知っているが苦笑だけで何も言われなかった。

　昨夜日付が変わるころ、患者の一人の容態が急変した。受け持ち患者ではなかったが、安定させるまで時間を要した。こんな夜は他の患者にも伝播するもので、病棟はなにかと慌ただしくなり、ナース共々息をついたのが明け方だったのだ。

　プールで百メートルだけ泳いで、ジャグジーに行った。先に入っていた深和が顔を覗き込んできた。

「どした？　お疲れ？」

「仕事、ちょっと忙しかった」

「いいことだ。それより、お前、でっかい女の子になんか言っただろ」

「女の子。……ああ、まあ、女の人には深和のこと聞かれたから、よく知らないって言っただけ」

「よく知らない」

「うん、知らない。全部知ってるって言った方が良かった？」

「それでも良かったけど。まあ、正解か」

「付き合っちゃえばいいのに」

　深和が唸って新庭の脚に手を置いた。

「それができりゃあ、可愛い子供の二人や三人はいる」

「子ども好きだっけ」

「俺の頭脳とこのルックス、残さないのは惜しいだろ」

「……僕の親はそう言って僕を作ったけど、どっちの何も引き継がなかったよ」

「へえ、そんなもの？　見た目もいいし医者なのに？」

「親にしたら僕は出来損ない。どっちも特に秀でた人たちだから」

「やっぱ子どもはやめる」

　ジャグジーの水面に深和が顔をつけた。新庭も同じようにして二人で同時に顔を上げた。

「僕なんかノンケとお近づきになって、どうしようって思ってる」

「深入りすると辛いパターン」

「だよね。見てるだけでいいよね」

　止めておけと含みを持たされ、新庭も自分に言い聞かせた。
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　挨拶を交わすだけの関係が三ヶ月続いている。新庭は何気なくスマホのニュース画面から雨で薄暗い電車の窓にやった。ほんの瞬間、ガラスで視線が交わった。小淵がしまったという顔で目を閉じていた。期待するのは自意識過剰だと新庭は見なかったことにしたが、もしかしたらと心の片隅に熾火が灯り続けていた。

　その週末、土曜の朝、ジムに行って少し運動してから、駅の反対側のスーパーに寄った。いつもと違う店にしたのは、ただの気まぐれだった。買い込んだ品物をレジ袋に詰め込んでいると自転車に乗った小淵が駐輪場への通路に行くのが見えた。ネイビー地にブルーのボーダーのバスクシャツをサンドベージュのパンツに合わせてある。私服だとスタイルの良さが目立ち、新庭はちょっと見とれた。が、彼が曲がった瞬間、息を呑んだ。

「……マジか」

　思わず声に出て、口を噤んだ。同時に彼と親しくなりすぎずによかったと安堵し、落胆した。小淵が停めているのは後ろにチャイルドシートの付いた自転車だったのだ。

「子持ちじゃん」

　新庭は小淵と会わないように別のドアから店を出て、期待しそうになっていた自分を恥じながらとぼとぼ歩いた。あの視線は完全な勘違いだった。

「あー恥ずかしー！」

　帰宅してそのままソファに突っ伏した。思った以上のダメージを受けていることを認めたくなかったが、先ほどからため息ばかりついていることに自分でも嫌気がさした。
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「小淵さん、身体の調子悪そうだけど、どうしたの」

「痩せましたよね？」

　田部チームの食事会で、上司の田部と同僚の和田が聞いてきた。

「ちょっと胃の具合が」

「仕事のこと？　誰かパワハラとかセクハラしてる？　私のこの格好が駄目なら言ってね」

　今さらその格好に悩むことはないだろうとその場にいる全員が思ったが、皆、大人だった。

「世の中の暗いニュース見てたら、気が滅入っちゃって」

「なんてセンシティブ！　確かに誘拐とか殺人とか大事故とか大災害とかアイドルの引退とか続いてますもんね！」

　若手が茶化して田部に睨まれた。

「いや、特にご心配いだたくことは……」

　小淵が笑ったのでそれきりになったが、田部は誤魔化されずに正式な面談の席を設けられてしまった。

「仕事でなにかあったって報告は来てないし、今のところ順調だと思うんだけど。プライベートで何かあった？」

「いえ……」

「あなたらしくない歯切れの悪さ。病気、ご家族の問題、恋愛。ネットトラブル……はないでしょうね」

「はあ」

　さすがに身体の関係があったほどの女に、男性が気になって、自分がゲイなのかどうかも分からなくなって、寝食を忘れるほど悩んでいるとは言えない。

「メンタルならカウンセラー、病気ならドクター。どっちがいい？」

「プレッシャーかけないでください……」

　言い返せるくらいに田部とは信頼関係がある。

「悩み事があるのは確かです。そのせいで食欲もないし、食べても入らなくて胃のあたりが常に重苦しくて、食べたらかなり強く痛みます。でもカウンセラーに相談するのは嫌です」

「じゃ、ドクターね。友達で胃腸科の専門医がいるから紹介します。胃カメラが抜群に上手だし。なによりうちの会社関係じゃない。そして当たり前のことだけど口が堅い。友達の私にも絶対にあなたの情報は漏れない。そこは信用してください」

「ありがとうございます」

　悩み事は胃腸科では解決できないが、この痛みは胃に炎症がある気がする。小淵が承諾すると、田部は三十分にはもうその医師の診察予約を取ってきた。
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　二日後、紹介された尾中おなか胃腸病院の受付に小淵は座っていた。「おなかのことなら尾中胃腸病院」この看板は近隣の者なら必ず見たことがある老舗の病院だ。

　事前に予約登録していたので待つことなくすぐに診察室に呼ばれた。

　中村という女医は物腰が柔らかい。問診も上手く、悩みすぎて床屋で円形脱毛があると指摘されたことまでうっかり話してしまった。絶食の確認をされ、一連の検査と採血のあと、腹部エコーを行った。

「ああ、潰瘍がありそうですね……このあたり」

　中村はモニタ画面を小淵に見せて説明した。

「えーと……そうですね。午後までお食事我慢していただけます？　それなら今日のうちに内視鏡も一緒にできますよ」

　小淵に異論はなかった。どうせ食欲など全くない。

　病院のなかには大腸検査など時間のかかる検査を受ける患者のために、ゆったりしたソファと大きな書架や音楽試聴用機器を揃えた広い部屋があった。検査のパンフレットを渡された小淵は外出するのも億劫で、その部屋で待つことにした。

　クリーム色を基調にしたサロンのような部屋は、ストレスを感じないよう細かく配慮されているのがよくわかる。

　他の人がやっているのを見て、同じようにオットマンに脚を投げ出してパンフレットを眺め、ぼんやりしていた。







　昼休み、新庭がコンビニのおにぎりを囓りながら大学病院の菊池医師とスマホのメッセージでやりとりをしていると、横のデスクで中村医師が手製の弁当を広げた。

「新庭先生、午後の検査、一人ねじ込んじゃってごめんなさい」

「あ、構いません。大丈夫です」

　この日新庭は午前、午後とも検査の担当だった。尾中胃腸病院において検査は原則は分業になっており、内視鏡検査は予約制だが、午前の初診患者がそのまま回されてくることもよくある。また、初診担当医が自分で検査を行うことも現場の裁量で許可されている。新庭は中村医師に新型機種の部屋を譲ったのだ。

「ツレの紹介なの」

「いえいえホント、大丈夫です。でも珍しいですね」

　中村は知り合いだからと優先はしない医師だ。

「うーん、ツレもツレ、幼稚園からの親友の頼みなんですよ」

　中村は卵焼きを一口で頬張った。

「その方のご家族とか？」

「ううん、会社の部下ですって。エコーで見る限り潰瘍だなー」

　ふーんと聞き流し、新庭は菊池とのメッセージに戻った。







　尾中胃腸病院の内視鏡検査室は６室あり、大きく分けて食道や胃、腸と分けられている。

　午後診療開始直前、内視鏡検査室１では新庭が予約の確認をしようと端末画面を見ていた。それぞれの部屋のスケジュールが一覧になっている。検査室３、中村の担当患者の名前が目に入りぎょっとした。

「えっ、なんで！」

「新庭先生、なにか？」

　器具の準備をしている看護師が振り向いた。

「あ、いや、ごめん。何にもないです」

「もー、びっくりするじゃないですかー」

　この数週間で小淵は痩せた。後ろ姿がまず変わった。頬と顎もシャープになったから、仕事が忙しいのか何かストレスがあるのかと気になっていたが、病気ですかと声を掛けるのもどうかと思っていたのだ。中村医師の友人というのはあのセクシー田部か。彼女の下では苦労も多いだろうが、潰瘍ができるほどの何があったのだろう。新庭は気になって仕方がなかった。

「先生、患者さん、もうお入りいただいていいですか」

「はい、よろしくお願いします」

　新庭は深呼吸した。

　自分の患者を目の前にしているときには集中しているが、内視鏡を引き抜いてから患者へ説明するわずかの間に頭は小淵へと飛んでいく。

　いてもたってもいられず、次の患者が入る前に看護師にちょっとごめんと飛び出して、検査室３を覗きに行った。

　中村医師の補助をしていた看護師が小声で「どうされました？」と聞いてきた。新庭は片手で拝む真似をして、もう片手の人差し指をしーっと唇の前に立てた。

　大柄の小淵が眉根を寄せ目を閉じ横たわっていた。口のブロックから入れられた内視鏡の映像がモニタに出ている。ちょうど胃の噴門部の炎症像が映っていた。それだけ見てそっと部屋を出た。

　次の患者の検査をして、もう帰ってしまったかと看護師に訊くと、中村医師の手が空くまでしばらく待たせているという。新庭はその場で五分だけ時間調整をして患者休憩室へ向かった。

　ぐったりとソファに身を投げている小淵に静かに近づくと、彼は目を開け飛び起きた。

「新庭先生」

「すみません。僕がちゃんと申し上げるべきでした」

「は……？」

「あなたが痩せてきているのに気づいていながら、何も言いませんでした」

「いや、その……え、いや。……その、すみません、混乱してて……え、どうして。新庭先生、ここにお勤めでしたか！」

　小淵は白衣姿の新庭に目をしばたたかせた。

「それもお伝えしていませんでしたね。とにかく、すみませんでした。治療のこと、良かったら相談に乗ります。なんでも聞いてください。僕はいつでもここにいます」

　それだけ言って新庭は検査室に戻った。

「……新庭先生、ここだったのか……」

　この駅で毎日降りていく新庭を見送っているのに、それにも気づかなかったことに自分をばかだと思った。そして不意打ちの白衣姿、自分のことを心配してくれている声。小淵は中村医師に呼ばれるまでソファから起き上がれなかった。
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　次の日、いつもと同じ午前七時に新庭は駅へ向かっていた。昨日の今日なので、休んでいるかと思ったが小淵は前を歩いていた。いつもは後ろ姿を見るだけだが、思い切って小走りで近づいた。

「おはようございます」

「あ、おはようございます。昨日はありがとうございました」

「具合はいかがですか」

「薬をいただいて痛みはずいぶんマシになりました。中村先生は原因はストレスだろうとおっしゃってました」

　小淵はみぞおちのあたりをさすった。

「悪性じゃなくてよかったです。ストレスですか。ご家族も心配されたでしょう」

「え、いや、誰にも言ってませんから……」

「そうなんですか？　ご家族にも言いにくい悩み事があるなら、お伺いしますよ。もし良かったらですが。僕なら仕事上とか人間関係のしがらみありませんから」

「……いえ、ありがとうございます」

　一番の原因はあなただと小淵は心の中で呟いた。親しい友人は何人もいるが、こんな話はさすがに相談された方も答えに窮するのは分かっている。だからこんなことになったのだ。

　改札にＩＣカードをタッチさせてホームへの階段を並んで上った。

「まあ、一番信頼できるご家族……奥さんとお話されてみては」

　吹っ切ったつもりでも妻の存在を言うと新庭の胸がちくりとした。

　電車が五分遅延するとアナウンスが響いて、小淵の声が聞こえなかった。

「すみません、いま聞き逃してしまいました」

「……私は独身です」

「えっ！　ええっ？　小さいお子さんいらっしゃるんじゃ……」

「おりませんが……？」

　新庭が手で口を押さえ、驚いた目で小淵を見た。

「自転車……チャイルドシートのついた」

「あれは姉のです」

「そうなんですか……」

　にやけて仕方がなく新庭は塞いだ手が口から離せない。

「失礼。とにかく、やっぱり一度僕に話していただけませんか。秘密は守ります」

　言えるわけがない。小淵は曖昧な返事をした。







　会社で小淵は上司の田部に検査を受けたことを報告した。

「小さな潰瘍があって、薬で治るそうです」

「よかった。実はすごく心配したのよ」

　田部は本当にほっとした顔をした。

「やっぱりストレスのようです」

「原因は対人関係？」

「はい。その人から話そうと言われました」

「あら」

　探るように田部が小淵の目を覗き込んだ。

「話したらいいじゃない。って軽々しく言っちゃいけない相手かしら」

「…………たぶん。……わかりません」

「じゃあ話した方がいい。経験上言うけど、そういうときを逃すと一生後悔することになる」

「一生？　怖いですね」

　紅い口が横にニッと広がった。


＊＊＊＊＊


　土曜の朝、新庭はジムで一泳ぎして、併設のカフェでランチを食べていると深和が断りなしに同じテーブルに着いた。

「相席お断り」

「いいじゃないか。その後どうなった？」

「どうってなにが」

「ノンケちゃん」

「ああ。特に何も」

「あらー」

　がっしりとした手で深和が口元を覆った。オネエではないくせにわざとやってみせる。

「でもわかんないよ？」

「まあそういうケースもあるだろうけど。望むつもりないし」

「あら謙虚」

　深和がベーグルサンドにかぶりついた。噛み方が品良く、中身をはみ出させることなく食べていく。

「きれいに食べるなあ」

「普通だろ」

　小淵は少しは食べられるようになったかと新庭は思った。

「カフェインレスのコーヒー、やっぱり物足りない」

「俺もガツンとした方が好みだけど、ここのも旨いよ」

　深和が食べ終えるのを待って、新庭は席を立った。







　新庭が電車を降りると、前をスーツ姿の小淵が歩いていた。

「小淵さん、こんにちは。お仕事でしたか」

　びくっとしたのが分かり、迷惑だったかと新庭は思った。

「あ、ああ、こんにちは……。ちょっとだけ呼び出されまして」

「お疲れ様です。早く帰ってゆっくりお休みください」

　新庭はそのまま通り過ぎようとした。

「あっ、あのっ……えーと…………その……」

　言い淀む小淵に、新庭は相談事だと理解した。

「お茶しますか？」

「あの……ええ、はい」

　流行のカフェでなく、落ち着いて話ができる地元の喫茶店を新庭が選んだ。勝手に決めますと前置きしてヨーグルトとキリマンジャロを注文した。

「小淵さんはいまコーヒーも紅茶もお止めになった方がいいでから」

「ありがとうございます」

「食欲は戻られましたか？」

「ええ……まあ……」

「ああ、失礼。主治医は中村先生だ」

　ヨーグルトが先に運ばれてきた。

「ゆっくりどうぞ」







　何でこんなことになっているのだろう。小淵は混乱していた。どうして素直に彼に付いてきてしまったのだろう。まず何をどう言う？　どうする、俺！

「えっと……あの。ご心配おかけして申し訳ございませんでした」

「いいえ、僕の方こそ。お痩せになったの気づいていたのに」

「そんな……」

「ストレス要因、解決できそうですか？　話して楽になるならお伺いします」

　あなたが原因だと言ったら、この男はどんな顔をするだろう。小淵は想像した。

「対人関係なんですが……自分で自分が分からなくなったんです」

「その人に会わないようにはできませんか」

　新庭に言われ、小淵は「あっ」と顔を上げた。

「…………そうすればよかったのか……。いえ、でも、きっとできませんでした。…………会わない方がストレスかも」

　なるほどそういう相手か。新庭は納得してコーヒーを飲んだ。

「苦しい……です」

　いま会っていることが本当に嬉しいのに、胸が締め付けられるように辛い。喫茶店の小さなテーブル、この距離でこの男に眩暈がするほどの色気を感じる。カップを持つ指を一本ずつ舐めたい、今まで覚えたことのない欲望が湧いてきて、はっきりと彼を性的な対象として意識した。こんな自分に吐き気がする。

「胸が締め付けられるし、眩暈がします。どうしようもない気分です」

「えっ、いまですか！　横になりますか。ちょっと失礼」

　新庭に脈をとられそうになり、思わず払いのけてしまった。

「小淵さん……？」

「すみません。失礼しました。大丈夫です。本当に大丈夫です」

　新庭が静かに肯いた。

「きっとこんな患者さんがたくさんいるんでしょうね」

「まあ、いろいろ。でもここは診療室ではないですし。気楽になさってください」

　小淵は大きく息をついた。今すぐ逃げ出したい。消えてしまいたい。でも、そうしたら新庭に会えない。それは嫌か？　嫌だ。

「先生、ちょっと歩きませんか。自分の話をするのに腹をくくる時間をください」







　無言のまま二人はぶらぶらと歩いた。その間、小淵は何度もため息をついた。

「すみません、うざいですよね」

「堤防へ行きませんか？」

　五百メートルほどの川幅、河川敷のベンチに並んで座った。少し離れたところで子どもたちがサッカーをしている。

「……なにからどう言っていいのか」

　口ごもる小淵を新庭は穏やかに待った。

「ある人を好きになりました。多分、恋愛感情。でもその人のことをよく知らないし、好きになってはいけない人です」

　小淵はまた大きく息を吐き、膝の上で拳を握った。

「それを認めるのが怖かったんだと思います」

「なるほど。それで悩まれた」

「……ええ」

　言ってしまった。小淵はがくりと首を落とした。

「自分がわからないです……」

「間違ってたら申し訳ない。相手は男性？」

　首を落としたままの小淵は、五秒ほどして肯いた。

「そっか。小淵さん、今までの恋愛対象は女性だったんですね。だから戸惑ったし、悩んだんですね。僕はゲイですよ」

　小淵はゆっくり起き上がって、目を見開いた。

「僕はゲイです。子どもの頃からずっと。複雑な親なので気にもされませんでした」

「えええええ！」

　腹の底からを出した小淵は一度立ち上がり、まだドサッと座った。

「案外身近にいるものでしょう？　僕がおかしい人に見えますか」

「いいえ！　全然！　うわあ…………」







　頭を抱えて身体を二つ折りにした小淵の背に新庭はそっと手を置いた。ゾクゾクする感覚に酔いそうだった。この男が手に入る、そう思うと自然と口元が緩んだ。

「ストレスの原因、僕ですよね？」

　そのままの姿勢で小淵が肯く。ぶわっと背に汗が滲んだのが手に伝わる。新庭は彼の身体を起こしてやった。

「悩ませてしまってごめんなさい。悩んでくださってありがとうございます」

　小淵が言葉なく頭を振った。

「僕は今フリーだし、小淵さんのこと好きですよ」

　固まる小淵に「どうする？」と目で問うた。

「あの……あの、俺、めちゃくちゃ混乱してて……でも、あの、どうしたら！」

「普通に付き合いませんか」

「普通に」

「そう。普通に毎朝おはようって言って、同じ電車に乗って。時々電話したり、ラインしたり。週末はこうやって逢ったり」

　なにも構えることはないと新庭は笑った。その笑顔に小淵の心が蕩けて力が抜けた。


＊＊＊＊＊


　小淵の戸惑い、焦り、迷い……そんな心の変化を新庭は全て受け止めた。

　唇を重ねたのは三ヶ月経ってからだった。小淵の身体が完全に回復し、お互いがわかり合えるまで新庭は待った。

　深く舌を絡ませたあと、小淵は思い切り新庭を抱きしめた。

「今度は好きすぎて胃潰瘍になりそうです」

「僕が治す。僕がいるから大丈夫」

　新庭は充分に時間を掛けて小淵を虜にしていった。彼はまだ自分の本当の背景を話していない。それはもっと後のことになる。


了







しけんかん ２







「小淵さん、調子よさそうだけど悩みはすっかり解決？」

　上司の田部との面談で問われ、小淵はその節は……と頭を下げた。

「身体は回復しましたし、悩みの方も。本当にお世話になりました」

　毎日顔を合わせ一緒に仕事をしているが、改めて礼を言った。

「じゃあ、来月から久保田主任のところで力を発揮してください」

　小淵は医療機器メーカーのＫＤ社で分析機器の開発部、田部のチームに所属している。開発部ながら田部チームは製品を大学や病院に納めに行ったり、システムチェックをしてまわったりと営業の様に現場に出て行くことがほとんどだった。

「ええっ！　……いいんですか」

「いいもなにも、久保田主任がどうしてもってご指名ですから。もう充分に現場の声を聞いただろうし、ニーズも把握したでしょう」

　小淵は入社当時、久保田チームにいたが、一ヶ月もしないうちに現場仕事の多い田部に預けられた。そこで田部に仕事も身体も仕込まれたのだ。

「……びっくりしています」

「少し前から打診されてたんだけど、あなたがあんな調子だったし。Ｎ記念病院の仕事も抱えてたしね」

　田部なりに庇って時期を見計らってくれていたのだと知って、頭を下げた。

「ありがとうございます」

「期待されてるから、頑張って！」







「おめでとうございます！　お祝いしなくちゃね」

　うれしさのあまり小淵が午前中に送信したスマホのメッセージには昼休みにも既読がつかず、夕刻になってやっと返信があった。時間が経ったせいで少し興奮は冷めており、自分のことより彼新庭に昼食を摂る間もなかったことの方が心配だった。

「土曜の夜、予定ありますか？」

　彼からの誘いを小淵が断るわけがない。

　付き合い始めて半年、毎朝の通勤時に顔を合わせ、週末は一緒に出かけたり食事をしたりしている。三ヶ月目にはじめてキスはしたが、そこから先にはまだ進めていない。上司には悩みが解決したといったものの、実は悩みはこの上なく進行中だ。

　小淵が愛する新庭は消化器内科の医師だ。小淵はゲイではなかったが、新庭に恋をした。悩んで悩んで身体を壊し、やっとのことで打ち明けたら、新庭がゲイだった。彼は小淵の気持ちを尊重し、ゆっくりと付き合い始めたのだった。小淵はそんな新庭をますます愛し、浮かれた女子高生の様な気分で毎日を過ごしていた。しかし本当は成人男性。朝の起床時の我が身の変化を感じるたびに、キス止まりでいいのかと思うのだ。女性との経験があるだけに、その焦燥が強い。その手のサイトを見たり、学術的なテキストを読んだりして勉強し、どうすればいいのかは理解したが一歩を踏み出すことができそうにないのだった。新庭はそういうことをおくびにも出さない。おそらく自分の気持ちがそうなるまで待っているのだと分かるだけに小淵は焦るのだった。


＊＊＊＊＊


　新庭が小淵を案内したのは、住宅街の外れにある「力ちから」という小料理屋だった。気持ちの良い大将とお運びの男で切り盛りしていた、どちらも熊の様な風貌だが、味付けは繊細で奥深く、お通しに箸を付けた瞬間から美味しい予感がする店だった。カウンタとテーブルが少し、小淵と新庭は小上がりに通された。大将は口数少なく黙々と包丁を振るい、大きな形なりで細々と気を利かせるお運びが阿吽の呼吸で客の食欲を満たしていく。男ばかりの客は和やかに杯を交わしており、遠慮なくと言われても最初は緊張していた小淵も、すぐにその空気に慣れていった。

「どれも本当に旨いですね」

　だろ？と笑いながら新庭が小淵の猪口に酒を注いだ。

「先生が和食って意外な感じがします」

「え、いつも定食屋に行ってますよね？」

　確かに駅前の定食屋で煮物や焼き魚などを食べることもある。ハーフだという新庭の顔立ちにはなんとなく似合わない気がしていた。

「そうなんですけど。……ここの料理、本当に味付けがいいですね。さっきの蕪のしんじょ？かな、昆布だしの味がめちゃウマで」

　ちょうど土鍋を運んできた男が「ありがとうございます」と丸い手を重ねて礼を言ったので小淵はちょっと慌てた。

「本当に美味しくいただいてます！」

　お運びの男は「よろしゅうございました」と微笑んで土鍋の蓋を開けた。フワッと湯気があがり、小ぶりの鯛が見えた。

「大きな尾頭付きの鯛があればよかったのですが」

「尾頭付きって！　いや、そんな！　大げさな！　……えっと、なんて言っていいか……ありがとうございます」

　新庭と店の祝いの気持ちが嬉しくて、小淵は声を弾ませた。男が目の前で鯛をほぐして茶碗によそい、飾り切りの人参と三つ葉、柚子を彩りよく乗せた。

「ああ、いい香りですね。人参も凝ってて、ご飯もつやっつや。いただきます！」

　お運びの男の前で遠慮なくぱくりと口に運んで、旨さに何度も肯く様子を新庭と男がほほえましく見た。

「んー旨い。鯛の味がしっかり米に染みこんでて、柚子の香りがちょっと横から入ってきて……」

　言いながら小淵はもぞもぞと崩した足を直して正座した。

「どうしたんですか」

「この旨さ、ちゃんと正座して食べなきゃ失礼な気がして」

「誰に？」

「え、鯛とお店の人と、先生に」

　真顔の小淵に新庭が笑いを堪えた。

「これで次の仕事も頑張れます。っていっても同じ仕事で最初の配属チームに戻るだけなんですけど」

「そうなんだ」

「一応いまのチームも開発なんですけど、現場に出ることがほとんどで。これからはラボで地道に機械いじりです」

「ＳＥじゃなかった？」

「もちろんそうなんですけど、いろいろとパーツを組み立てたりもします」

「へえ……分析機器も何気なく使ってちゃいけませんね。裏側に感謝しなくちゃ」

「いやいやそれは大げさです。何気なく使っていただけることが一番ですから」

　自家製の漬け物盛り合わせをつまみに杯を重ねた。酒のせいか、小淵が自分の仕事を次々と饒舌に語った。







「じゃあ、今度の仕事は本当にやりたかったことなんですね」

「ええ！　……あ、すみません。なんか俺ばっかりしゃべっちゃって」

「いやいや、他業種の話って面白いです」

「そうですか？　だったらいいんですけど。俺の父も技術屋なんですよね」

「ああ、Ｇ県にいらっしゃるんでしたっけ」

「そう。元は電車の自動改札のシステムやってたんですけど、俺が小学校の時、急に生体工学やる！って言い出して大学入り直しちゃって。まあ母親が応援しまくったんですよね。あ、母も臨床検査技師なんです。で、ゼミの教授とその仲間が立ち上げた義肢の製作会社に行くからって。俺が大学入った年に母と一緒に移住しちゃったんですよー。ほとんど同時に姉も結婚して出てっちゃうし。って言ってもすぐ近所に住んでるんですけど」

　ペラペラと喋り、小淵はキュウリの浅漬けをポリポリと噛んだ。新庭は家族の話は以前にも聞いていたが、こんな詳細は初めて知った。

「先生は？　先生の家もやっぱりお医者さんですか？」

「いえ、両親とも違います……」

　新庭がそう言ったとき、二階の座敷にいた客が降りてきた。

「あれあれあれー！」

　男が愛想良く「こんばんは」と小上がりの縁に腰掛けてきた。

「……どうも」新庭がそれだけ答えた。

「最近、顔見ないと思ったら！」

　意味ありげに男が笑った。

「時間帯が違うだけ。もういいだろ、さっさと帰れ」

「いやいやいや是非とも紹介してほしいんだけど？　あ、わたくし深和ふかわと申します」

　彼は服の上からでも分かる筋肉質の身体を少し小淵に寄せた。

「ただのジム仲間です。気にしないで。名乗らなくていいです」

　あからさまに鬱陶しいと手で追い払った。

「なんでー。ここに連れて来てるのにー」

「だから、もう帰れ。お前の連れが待ってる」

　少し後ろを気にして、深和は小淵に「よろしくお見知りおきを」と笑いかけて立ち上がった。

「……すみません。彼は本当にジム仲間でね」

　そう言われてもあの思わせぶりな態度はもしかしたらそういう間柄だったのではと小淵は不安になった。

「そうだ。バスケしてたって言ってましたよね。今は何かやってないんですか？」

　新庭が尋ねた。

「そうですね。いまはもう全然。たまには身体動かした方がいいと思うんですけど」

「じゃあ、ジム行きませんか。僕の通ってるところはメンバーと一緒ならビジターでいけますし」

「え！　いいんですか！　行きます行きます！　連れてってください」

　小淵が弾んだ声を出した。

「じゃあ、ヤツ深和が来ない時間に行きましょう」

　新庭の言い方に小淵が笑った。

　客の「女将さん、お勘定」という声に、熊の様なお運びの男がすっとレジに立ったのに気がついた小淵が「あれ？」と呟いた。

「うん。ここは夫婦でやってる店だから」

　さらりと新庭が言った。

「ふうふ……。え？　ああ……ああ、そういうことでしたか。なるほど。道理でこんなに美味しい店なのに女性客がいないなと」

「よく見てますね。嫌だった？」

「まったく。気持ちの良い大将と気の利く女将さん、旨い料理。店の雰囲気もこんなに良くて、皿とか器もめちゃ料理に合ってて、なんかこう……いいとこばっかで！　全然問題なしです」

「……結構よく見てるんですね。でも、よかった。そう言ってもらってほっとしました」

「先に言っちゃうと偏見あると思いました？」

「んーどうかな。偏見とまではいかないでしょうけど、構えちゃうかなって」

「あ、それはあるかも。緊張したかも。でも、でも、こんなに旨いんですよ？　一口で参るに決まってます」

　帰り際、既に会計が終わっており、あまりのスマートさに小淵は感激したのだった。







　店を出たのは午後十時を過ぎていた。静かな住宅街を駅までしばらく歩く。ふいに路地に手を引かれ、小淵は新庭に唇を奪われた。

「……んっ」

　舌は小淵の方から入れた。新庭の舌を吸って、甘噛みした。身体が密着して興奮しているのに、下半身は反応せず、それに気づいて小淵の頭の芯が冷えた。

「先生……俺、ものすごく先生のことが好きで……その……」

「無理に襲ったりしません」

「あの、でも……もう半年も経つのに、まだ、ってのも」

「僕、がっついてる？　あ、さっきがっついちゃったか。あれくらいは許容範囲かなって思ったんですけど？」

「大丈夫です。キスは……大丈夫」

「じゃ、もう一回」

　新庭はちゅっと軽く唇をついばんだ。

　またぶらぶらと歩き、その間、二人は無言だった。

　電車に乗ってから、新庭が思い出した様に言った。

「さっき言ってたジム、マシンとプールがあってヨガなんかも習えます。なにか興味あるのありますか？」

「新型のランニングマシンとか格好良さそうですよね。プレスマシンもやってみたいです」

「ああ、じゃあ、トレーナーにビジターのメニュー組んでもらいましょうか」

「え、そんなのできるんですか！　すごいなあ。先生はいつも何されるんですか」

「僕は泳いでばかりかな。ごくたまに走ったり。宿直明けに少し泳いでジャグジーに浸かってるだけのサボり組です」

「ジャグジー！　いいですね！」

「近々本当に行きましょう。異動前で忙しいかな？」

「いえ、異動の後の方がバタバタするかも。来週の金曜はノー残業デーです」

「あ、じゃあ、金曜にしましょう。僕も突発的なことがない限り定時で上がれるはずです」

　二人は電車の窓に映った顔で視線を合わせた。


＊＊＊＊＊


　週明け、異動に向けて小淵は仕事をどんどん片付けていった。忙しい方が余計なことを考えずに済む。ふとした瞬間に、新庭とのことを思い浮かべてしまうのだ。先日の深和や小料理屋の客達の中に新庭と関係があった男がいるのではないか。自分と関係を持たずにいられるのは、他に相手がいるのではないか。そんなことまで考えて、落ち着かない気分になるのだ。では、自分が寝ればいいのだと分かってはいるものの、その一線を越える覚悟ができずにいる。堂々巡りに陥るのなら仕事で忙しい方が百倍もいい。小淵は周りに引かれるほど黙々と働いた。

「小淵さん、Ｋ社対応の企画書は中川くんが引き継ぐから途中でも構わないのよ」

　上司の田部が言った。小淵の仕事は後輩の中川に任せることになっていた。

「はい、ありがとうございます。英訳部分だけはやってしまいます」

　小淵が勤務するＫＤ社は海外にも製品を売り込んでおり、社員のほとんどは英語に不自由はないが、なかでも小淵と田部はトップクラスだ。田部などはビジネスにおいて同時通訳でき、小淵も専門分野の英訳が不自由ないレベルだ。

「小淵さん、助かりますー！」隣のデスクから中川が声を上げた。「僕がやっても結局小淵さんに目を通してもらわなきゃいけないんで」

「これからは山本さんに見てもらってください」

　田部が言うと中川が目を丸くした。

「え、そうなんですか？　山本さん、英語試験通ったんですか！」

　山本が自分のデスクからピースサインだけ挙げた。この会社では定期的に語学や専門分野に関して社内試験が行われる。チャレンジは自由だが通ると任される仕事のランクが少しずつ上がるのだった。

「でも私もわかんないときは小淵さんに頼っていいですか？」

　山本がおずおずと言ったので、小淵はピースサインで返した。

　このチームは居心地が良かった。配属されてすぐに田部に食われたが、それもいい経験だったと思っている。少なくともハラスメントではなく恋愛をしたからだ。おそらくは現在、中川が田部の恋人だろう。手練れた年上彼女の手管に若い肉体はあっさり堕ち、自分でも知らなかった世界を開くのだった。大概のプレイは仕込まれているのに、なぜこんなに好きな男新庭に飛び込んでいけないのだろう……。小淵はまたそんな考えに囚われ、大きく息をつくのだった。


＊＊＊＊＊


『おなかのことなら尾中おなか胃腸病院』

　駅や街のあちこちにこんな看板がかかる消化器専門の病院に新庭医師は勤務しており、消化器内科のなかでも食道と胃を専門としている。

　外来が一段落ついた内科の医師控室では医師たちが弁当を食べたり、書類書きに追われたり、論文に没頭したりしている。

「ぎゃー！」

　ママさんドクターの中村がスマートフォンを見て叫んだ。

「下の子が熱出して、保育園に迎えに行った義母が転倒していま救急車ぁ？　うわ、これ、二時間前のメッセージ！」

　中村医師の夫は医大の講師だが、留学中だ。小学生と保育園の子どもは夫の母親が面倒を見ていた。慌てて保育園に電話する彼女に子持ちの男性陣が肩をすくめた。新庭を含む独身組は気の毒だと思うばかりだ。

「お姑さん、軽症だといいですねえ。彼女のご両親、どっちも開業医だから頼れないし」

　カツ丼弁当をかき込みながら青木女医が言った。彼女は外科なのに毎日内科控室に来て昼を食べている。

「そうねえ。彼女、ダンナ、まだアメリカでしょー。お姑さんが戦力外になるとキツいよねー」

　同じくサンドイッチを囓っている秋田は百戦錬磨の年配女医だ。彼女たちもそんな修羅場をかいくぐっての現在だ。

「すみません！　午後の検査、無理です……。下の子、ＲＳウイルス感染らしくって市民病院で隔離、義母は大腿骨骨折ですって」

「僕、半分ならいけます」自分の検査予定に詰め込めばどうにかなると新庭が手を挙げた。

「じゃあ私がもう半分もらうわ」

　青木女医の声に皆がぎょっとした。消化器外科の彼女は腕も確かだが、それは患者が麻酔で眠っているという条件であって、どうにもこうにも術中の口が悪く、とても覚醒時に彼女のつく悪態は聞かせられない。

「すみません、勉強したいので僕に譲ってください」

　内科医長が笑いながら引き取り、さっさと本日分の患者の振り分けを行い、中村には収拾が付くまで休めと命じた。

「ありがとうございます。助かります！　なるべく早くどうにかします。すみません」

　がばっと頭を下げて中村は走って行った。

「明日からのスケジュールも調整します。お互い様ですから、担当が増えても文句なしでよろしくお願いします」

　内科医長は宣言し、皆がそれぞれに返事をした。新庭がこの病院に来て良かったと思うのは、こういう空気だった。アバウトで人間味があり、その実はきっちり管理体制が敷かれているからこそ、今のようなイレギュラーな出来事にも柔軟に対応できるのだ。







「お姑さんが大腿骨骨折じゃあ、しばらく入院だろうし、十歳以下の子どもが二人、しかもおちびはＲＳウイルス感染。保育園で流行ってるんですよね。ワンオペでこのタスクこなすのって、怖すぎ。無理すぎ」

　入院病棟の看護師がため息交じりに言った。彼女も子どもが二人いる。

「僕には想像すら付きませんけど、大変なのは分かります」

「新庭先生は理解ありそう」だけど女性と結婚はしないですよね、と看護師は表情で続けた。新庭がゲイであることは暗黙の了解で、誰もそこは詮索しない。

「できるだけカバーしますから、よろしく」

「了解です。ばんばん回します」看護師は本気でにやりとした。

　この日の午後、新庭は息つく間もなく検査に明け暮れた。

　帰りも遅くなったが、直帰せずに遠回りしてジムに寄った。トレーナーに小淵のパーソナルメニューをオーダーするためだ。

「こんな時間に珍しい。どうしたの」

　廊下で早速母たちに捕まって、事務所奥のオーナールームに連れて行かれた。

　彼女たちは二人でこのジムを経営している。新庭恵子は元オリンピックのハンマー投げ選手でそれを生かしたフィットネスが売りだ。もう一人の富樫美寿々も陸上でオリンピック出場経験がある。引退後、二人はしばらくアメリカで大学に通い、運動生理学や栄養学、経営を学んだ。二人は選手時代から愛し合うカップルで、アメリカで恵子が新庭を産み、二人で育てたのだ。

「ビジターで連れてきたい人がいて、パーソナルメニューを組んでもらいに来ました」

「あらそう。どんな感じの人？」

「学生時代にバスケをやっていたそうですが、今は何も。色々なマシンに興味があるそうです」

「大雑把ねえ。ご本人のデータはないの？」

「やっぱりあったほうがいいですよね」

「でないとメニュー組めないわよ。、ビジター用のデータシートを書いてもらってきてよ」

　美寿々が受付から書類を持ってきた。

「これ、未記入でも部外秘だからね」

「分かってます。ありがとうございます。記入してメールで送ってもいいですか」

「いいよ。あなたゴハン食べた？」

「まだです。飢えてます」

　学生の頃は反発したことも多かったが、今は何のわだかまりも持っていない。彼女たちは新庭がゲイだと告白しても苦笑だけで済ませたし、子どもの頃から充分に愛し、手を掛けて教育し、育てている。新庭はそれを真の意味で理解してからは、素直に母親たちに甘えているのだ。

「こんな時間からヘビーなものは摂らない方がいいんだけど、お寿司でも行く？」

「お母さんもママも食べたんですよね。今度一緒に行きましょう。今日は僕も忙しかったし、帰ります」

「そう、じゃあ次の機会にね。ちゃんと栄養考えて食べるのよ。カップラーメン禁止。医者の不養生なんてもってのほかだからね」

「はーい」自宅のキッチンストッカーにはカップラーメンが溜め込んである。

「患者さんのために頑張ってね。ねえ、そのビジターって新しい彼氏？」

「だったらいいんですけどね」

「あらやだ。うちの息子はモテるはずなんだけどなあ」

「びっくりするほどモテます。ご心配なく。ただピンとくる人がいないだけ。ビジターの人もノンケですから、余計なことは言わないでくださいね」

　新庭は母たちに釘を刺した。
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　帰宅した新庭が弁当を食べていると、小淵からメッセージが届いた。他愛のない日々の出来事を少しだけやりとりしている。新庭は母に小淵を恋人として紹介できる日が来るのかと考えた。もちろん本気で付き合っているし、同性を想って戸惑っている彼を理解しているつもりだ。だからこそ、身体の関係は急がなくていいと思っている。小淵が一歩を踏み出せずにいるのも充分に感じているし、その焦りを可愛く思い楽しんでもいるのだ。もし、どうしても無理ならそれは仕方がないと考えるようになった。もしかしたら、自分に想いを寄せたのは彼の人生の中でいっときの迷走なのかもしれないと思うからだ。彼の伴侶は女性で、結婚し、子どもを育て、日なたのような明るい家庭という一般的なプロトタイプが当てはまるのかもしれない。その時が来てもちゃんと諦めることを心の中に置いておかねばと思うのだった。

「職場の同僚女性がご家族の病気と怪我が同時に来て大変そうです」

　新庭が書くと、すぐに返信が来た。

「先生は大丈夫ですか？　患者さんの受け持ちが多くなるのでは」

「医長がちゃんと割り振りますから問題ありません」

　今回いかにスマートに女医に休みを言い渡したかをかいつまんで書いた。

「病院って失礼ながらブラック度が高いように聞いていましたが、素晴らしい対応だと思います」

　拍手のスタンプが一緒に来たので、自慢の医長ですと返した。

「金曜、忙しそうなら日を変えてください」

「大丈夫です」

「楽しみにしています！」

　跳ねるウサギのスタンプが押されていた。







　朝の通勤路、いつもと同じ時間、少し先の角から小淵が出てくる。周囲よりひときわ長身の彼は姿勢良く歩く。新庭は追いつくように早足になり、肩を並べて「おはよう」と挨拶する。「おはようございます」と笑顔で返す彼に新庭は初々しい爽やかさを感じた。

「明日ですね！　すごく楽しみです」

「僕は今夜宿直なので、明日まで顔は合わせませんが、何かあれば連絡入れてください」

　宿直明けは通常一日休みだが、中村医師のフォローのため午前の外来だけ休みとなり午後の検査はいつもより予約が多く入っていた。

　小淵も異動の引き継ぎで何かと忙しいが、新庭とジムに行くという目標があるので毎日頑張れるのだった。

　小淵は遠足前日の小学生の様にうきうきして用意をしていた。張り切りすぎてトレーニングウエアを買おうかとまで思ったら、新庭に先回りしてビジター用のウエアが向こうにあるから手ぶらでいいと言われてしまった。


＊＊＊＊＊


　待ち合わせは午後六時、軽めに何か食べておくよう指示があったのでシリアルバーとエネルギードリンクを摂った。Ｙ駅の改札を出ると、ロータリーの正面のビルにトガシジムと看板が掲げられていた。

「マジか。トガシジムって聞いたことある……まさかあれ？」

　超の付く高級ジムではなかったか。ぼんやりしていると、到着した電車からあふれ出る人の群れの中に新庭の姿があった。

「もしかして、あそこにどどんとある超高級ジムですか」

「超高級ではないけれど。あれ」

　駅前ロータリーをぐるっと回ってビルに向かった。

「まさかと思ったけどマジですかー！　俺みたいな庶民が足を踏み入れて大丈夫ですか」

「大丈夫大丈夫、僕も庶民。学生の頃、ここでバイトしてたんです。中は普通に地味ですから。ただトレーニングに関しては結構容赦なく厳しいので、それだけは覚悟しておいてください」

「厳しいのは平気ですけど……わお！」

　シンプルなエントランスを入ると、中は明るい空間だった。壁面や調度品も上品で爽やかなイメージだ。

　受付の女性がにこやかに声を掛けた。

「小淵様、いらっしゃいませ。こちらにサインをお願いいたします」

　タブレット端末を渡され、画面の規約などにチェックを入れてサインした。

「え、これでいいんですか？」

「ええ、これで結構です。事前にデータシートも頂戴しておりますし、なにより新庭様のご紹介ですから」

　小淵が怪訝な顔で新庭を見たが、新庭は素知らぬ顔をした。

「ロッカールームへご案内します」

　若い男性スタッフが微笑んでエレベータのボタンを押した。

「僕が案内すればいいんですけど、彼の仕事ですから」

　一緒にエレベータに乗って二階へ上がった。

「男性ロッカールームはこちらです。個室になっておりますので中でお着替えください。トレーニングウエアとスイムウエア、シューズはお伺いしているサイズをご用意しております。履いてみて合わないようでしたらお申し付けください。お着替えになったら右の扉を出たところで本日担当させていただくトレーナーの林田がお待ちしております」

「林田さんが担当ですか？　ビジターに？」

　新庭が思わず訊いた。

「ええ」

「林田さんはここのトップトレーナー。良い人が担当してくれます」

　新庭は母たちのお節介に心の中で嘆息した。林田も体操の元オリンピアンだ。

「そんな畏れ多い」

「ご心配なく。初心者向けの楽しめるメニューです。色々なマシンをお試しできますよ」

　スタッフはキーの使い方を小淵に教えた。







「先生……俺、ちょっとバスケやってただけのド庶民なんですけど」

「平気平気。いまからオリンピック目指せなんて言いませんから」

　笑いながら新庭はシャツから出る小淵の腕にしっかり筋肉が付いているのを見ていた。短パンの脚もまっすぐで膝下が長いのが美しいと思った。

　林田トレーナーは挨拶をすると早速小淵の身体測定を始めた。身長体重や血圧などの生理学データ、握力や肺活量まで細かく測定していく。新庭は横について見ていたかったが、さすがにべったり一緒にいるわけにもいかず、さりとてマシンの側にいるとスタッフが大嫌いな筋トレを勧めてくる。新庭はプールに逃げ出した。

　母たちは幼い頃から新庭に基礎体力を付けさせるために、一緒に走ったりストレッチや筋トレを行った。彼は従ってはいたものの運動がそこまで好きではなく、打ちこめるスポーツも見つけられなかった。それよりは本を読んだり、数学の問題を解いたりする方が楽しかった。水泳は競技に出られる成績はとても望めなかったが、挑戦してきたスポーツの中では一番マシだった。スポーツに優秀な遺伝子を残したかったであろう母親たちの目論見は失敗で、彼女らをがっかりさせたと新庭は申し訳なく思っている。アメリカ人の父は数学者で世界的に有名な賞も獲っている。現在は大学教授で誰もが知るＩＴ企業と連携して技術の開発を行っている。彼もまたゲイで同性のパートナーと暮らしており、自分の優秀な遺伝子を残したかったのだ。最高の子どもが欲しかった父と母は人工授精で新庭を造った。同じ理由で一歳違いの妹もおり、彼女は美寿々が産み、父とパートナーの元で育てられている。新庭と違って成功例の彼女は学生時代に全米の陸上記録を塗り替え、今では運動生理学の研究者だ。

　ゆっくりとプールを二往復し、着替えてマシンのフロアに行くと、小淵がエアロバイクを漕いでいた。体幹トレーニングとストレッチが十分ずつ、筋トレが三十分と考えると有酸素運動にエアロバイクを選んだのか。

「どうですか？」新庭が林田トレーナーに訊いた。

「小淵さんはずっと運動してなかったとおっしゃる割にはいいですね。スタビライゼーションもストレッチは時々されていみたいですから、少し鍛えれば学生時代のボディに戻ります」

「いや……多分、明日は……全身筋肉痛……です……」

　息を継ぎながら小淵が言った。

「でも、どれもすごく面白いです」

　ちょうどタイマーが鳴って、小淵はエアロバイクから降りた。林田がドリンクを渡して飲むように指示した。

　ストレッチを五分、これは新庭も一緒に行った。

「ありがとうございました。すごく楽しかったです」

「それは良かったです。データ取りますのでこちらへどうそ」

　血圧や心拍数などの計測を行い、解放された小淵を新庭はジャグジーに誘った。

「ジャグジー！　いいですね！」

「先にシャワー浴びて水着に着替えましょう」







　プール脇のジャグジーは二つ。片方には女性が三人入っていたので、新庭と小淵はもう一方に入った。

「ふーーー！　気持ちいいー」

「しっかり手足を伸ばしてください」

「本当に久しぶりに身体の隅々まで血が通った気がします。うー！　きもちいいー」

　思い切り伸びをする小淵は女性たちがちらちら見ているのに気づいていない。彼はおそらく今自分が上半身裸だというのも忘れているだろうと新庭は思った。

「先生は泳いでらっしゃったんですか」

「そう。筋トレから逃げてるんです」

「でも締まってますよねえ」

「いやいや、油断するとすぐにヤバいです」

　笑う新庭に小淵は急にこの状況を意識した。今の今まで部活の感覚でいたが、我に返ると目の前の新庭は裸ではないか。小淵は慌てて目を逸らし、プールの方を見た。女性が結構泳いでいる。ヒラヒラした水着ではないがそれなりに露出が多いので、それはそれで目のやり場に困る。

「スタイルの良い人ばかりでしょう。熱心で意識高い系の人が多いですから」

「そういえば。ここ、やっぱり超高級ですよね。値段もそうでしょうけれど、会員も本気でトレーニングしてるし、トレーナーさんたちもレベルが違うと思います。そういう意味での超高級」

「林田さんは別格だから」

「いえ、マシンのとき、周囲のトレーナーさんも目に入ってたんですけど、皆さんちゃんと指導されてました」

「そんなところ見てたんですか」

「いや、いっぱいいっぱいだったんですけど、ちょっとした瞬間の雰囲気で」

「そうですか……」母たちが聞いたら喜ぶだろう。ちゃんと伝えようと新庭は思った。

　小淵はいま現在、周囲に女性がこんなにいて、胸が大きかったり尻の形がいいところはチェックしているのに、欲望の対象として感じていない。それよりも新庭の色白の肌に触れてみたいと思った。

「あー、やっぱり！　こんな時間に珍しい」

　ジャグジーの縁に腰掛けたのは深和だった。

「こんばんは、またお会いしましたね」

「あ、こんばんは」小淵も返した。

「え、なに？　メンバーになったの？」

「今日は先生に連れてきていただきました」

「そうなの、いいなあフィットネスデート」

「うるさい。もう行こう」

　新庭は小淵に言ってざばっと上がった。

「羨ましいんだよー」

　ジャグジーに足だけつけて深和が笑っていた。

　ロッカーに戻る途中、新庭がスタッフに呼び止められた。母から伝言があるという。

「先にシャワー浴びて着替えててください、すぐ行きます」

　新庭はオーナールームへ向かった。

　小淵がシャワーを浴びて出てくると、深和がいた。

「今度僕とも飲みに行きましょう」

「え、いや、結構です」

「いいじゃないですか。遊ぼうよ」

　深和に腕を触られ、鳥肌が立った。

「すみません、そういうのは困ります」

「え、なに、彼一筋？　もったいない。楽しもうよ」

「本当に困ります。遊ぶとかそういうの、先生に失礼です」

　周囲に人はいないが、小淵は小声で言った。

「そう？」

「はい。大切な人以外とそういうのって……自分には無理です」

「大切な人」

「はい」自信を持って小淵は肯いた。同時に身体を繋げないでいることの不安が渦巻いた。

「失礼しました。ごめんね、ちょっかいかけて」

　深和はきちんと頭を下げた。

　そこへ母から散々からかわれた新庭が戻ってきた。

「大切な人が来た」

「は？」

　聞き返した新庭の肩をぽんと叩いて深和は「じゃあ、またね」と小淵に囁いた。

「深和に何か言われましたか？　嫌な目に遭いませんでしたか」

「大丈夫です！」

「ああ、この後どこかで食事をと思ってたんですけど、母から弁当をもらってしまいました。よければうちで食いませんか」

「え？　お母様から？」

「説明すると長くなるので、先に僕も着替えます。ちょっとだけ待っててください」

　母たちから有名料亭の重箱を押しつけられたのだ。小淵をビジターでなくメンバーに勧誘しろと口では言っていたが、二人とも顔がニヤニヤしており、思春期だったらテーブルをひっくり返してくるところだった。

「なんにせよあなたが『お友達』を連れてくるなんて、一度もなかったことじゃない。もうママたち嬉しくて嬉しくて」

　クールで厳しい母たちがこんなにはしゃいでいるのも一度もなかった。親子にとってお互い初めてのことで、妙な茶番劇の様になってしまい、それに気づいて三人とも恥ずかしさのあまり部屋を出たのだった。
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「お邪魔します」

「遠慮なくどうぞ」

　新庭も小淵も少し緊張していた。

　なんの虫の知らせか、宿直明けに一時帰宅して一気にゴミ出しをして洗濯機を二回も回したのだった。日頃は結構散らかっている。新庭は朝の自分に感謝した。

　２ＬＤＫのマンション、家具は最小限で物はほとんどない。昔から片付けが苦手なので、書類などが散らかれば思い立ったときに一気に棄てるようにしているのだ。かつては雑誌やＣＤなどの収集癖があったが、前の男と別れたときに自棄になって全部電子化したのだった。

　二人用の小さなテーブルで重箱を開いた。

「あ、吸い物は料亭のパックが付いてる。お湯湧かしますから、ちょっとだけ待ってください。缶ビール、缶のままでいいですか？」

「もちろんです！　何か手伝いますか」

「いえいえ何にも。座っててください」

　汁椀に吸い物パックを開けようとして小さく「スッポンエキス入り」と書いてあるのに気づき、母たちは何を考えているのかと新庭は呆れた。

「大きな重箱！　すごく豪華なご馳走、おせち料理みたいですね。いいんですかいただいちゃって」

「こんなの一人で無理です。さ、乾杯」

　缶ビールで乾杯し、二人は喉を潤した。

「遠慮なくいただきます！」

　身体を動かした後なので、和洋折衷の料理が詰め込まれた三段重がみるみる減っていく。

「どれもめちゃくちゃ旨いですね。先週も旨い店でしたし、今日もまた。すみません、毎週こんなにご馳走になって。お母上にお礼をお伝えください」

「こっちこそ付き合わせちゃって」

　ふふ、とお互いに顔を見合わせて笑った。

「でも、なんでお母上は先生がジムにいるって……連絡されたんですか」

「いえ、母はあそこで働いてるんです」

「あー、そうだったんですか！　それで！」

　たらふく食べてソファに移動して、ビールを飲みながらテレビを観た。

「こういうの、はじめてですね」

「ん？」

「えっと……誰もいないところでふたりきりって」

　小淵は少し口ごもった。

「嫌だった？」

　新庭がソファの端に座り直そうとした。

「嫌じゃないです！」

  浮かしかけた腰を新庭は下ろした。







「あの……いい機会なのでちょっと真面目な話していいですか」

「はい」

　小淵はローテーブルにビールを置いた。

「先生、俺、先生のこと、本当に好きです。先生のことを考えたらどうにかなりそうなくらい」

「僕も」

「うれしいです。……だから、だからこそ申し訳なくて」

「なにが？」

「その……」

「セックス？」

「我慢させちゃってるんじゃないかって」

「してますよ。僕は男に欲情しますから」

「すみません……」

「謝らないで。君は精神的に僕のことが好きなんであって、肉体は女性が相手じゃないと反応しないのかも。僕はそれでもいいと思って付き合ってます」

「でも、そんなの……俺が卑怯です」

「卑怯って大げさな。いろんな人がいます。セックスの形も色々。ゲイカップルでもアナルセックスはしないっていう人たちもいます」

「そうなんですか？」

「ええ」

「安心しました。……あの、でも、さっきプールのところに水着の女性がいましたけど、俺、その誰より先生にドキドキしました」

「それはどうも」

「でも、そのあと深和さんに腕を触られたときには鳥肌が立ってしまって……やっぱり駄目なのかと……」

「彼、そんなことしたんですか。これは？」

　新庭がそっと小淵の腕に触れた。一瞬びくっとしたが小淵は目を閉じて息をついた。

「全然……なんともないです」

「じゃあ、上手くできたご褒美にキスをして」

　新庭が笑うと、小淵は軽く唇を合わせた。

「これは？」

　手が小淵の太腿に置かれた。

「嫌じゃないです」

　だが、彼が緊張したのが分かって、新庭は手を離した。

「大丈夫。気にしないで」

「……本当は無理してでも……無理してでも先生と！」

　新庭は小淵を抱きしめた。

「そんな可愛いこと言われたら、襲いますよ」

「……それは」

「じゃあ、気持ちいいことだけしてあげよう。嫌ならすぐに止めるから」

　新庭は小淵の下半身を撫でた。







「……ぁ……っ……」

　新庭が小淵の股間に顔を埋めた。硬く屹り立った男を頬張り、舌で尖端の粘膜を刺激した。

　いままで関係した誰よりも感じて、小淵は我慢できずに喘いだ。

「せんっ……せいっ……」

　ぐっと根本が張り詰めた瞬間、その部分を握られる。そうやって何度も焦らされて、その間も舐め挙げられ、吸われ、締め付けられて、やっと解き放たれたときには恥ずかしいほどに声を上げてしまった。

「ごめん、僕も飲むのは苦手なんです」

　洗面所から戻った新庭は、小淵を風呂場に連れていった。

　射精後は頭が冷えるものだが、シャワーを浴びても小淵は興奮したままだった。運動したせいか、ビールのせいか。いや、新庭のせいだ。比べてはいけないが、こんなツボを突いたフェラチオのテクニックは肉食女子の上司でも持っていなかった。

「大丈夫ですか？」

　ドアの向こうで新庭が聞いた。

「……大丈夫…………じゃないです」

「えっ！　どうしました！　開けますよ」

「あ、ダメです！」小淵は前を隠して蹲ったが、遅かった。

「なんだ。ちゃんとおねだりしてください。もう一回、って」

「……いや……そんな」

「言って」

「…………もう……いっかい」

　新庭は服のまま背後から手を回して、小淵のそこを握った。シャワーを出したまま濡れるのも構わず跪いて彼を咥えた。同時に果実もやわやわと揉んでやると、小淵の幹はぐっと太さを増し、水音に負けない声が浴室に響いた。

「あんなに無理って思ってたのに……」

「多分、僕が服を着たままだったから。生々しさが薄かったんじゃないですか」

　新しいビールを渡して新庭は笑った。小淵は部屋着を借りて、新庭もラフな格好になった。

「恥ずかしいです」

「そうですか？　良くなかった？」

「良すぎて……」

「でも、ゆっくりやっていこう。急がないでいいんですから」

　こんなに自分を思いやってくれる優しい男がいるのかと小淵は感動した。







　ビールを飲みながら話していたのは覚えている。が、目が覚めるとベッドに大の字になっていた。

「あ、あれ？」

　跳ね起きて、壁の時計を見ると午前十時を回っていた。

「マジか！　えっと…………マジか！」

　昨夜の記憶が蘇り、顔が熱くなった。

「おはようございます。筋肉痛、出てませんか」

　リビングで新庭がテレビを観ていた。

「おはようございます。いまのところ大丈夫そうです」

「そうですか。洗面所に歯ブラシ新しいの置いてますから、使ってください」

「ありがとうございます！」

　寝癖で爆発した髪を水でなでつけて鏡を見ると、知らない扉を開けた男の顔があって、ちょっと照れくさくなった。

　キッチンでコーヒーを淹れていた新庭に後ろから抱きつくと、「どうしたんですか」と笑ってキスされ、小淵は幸せだと思った。
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　異動してから一ヶ月、業務のスケジュールが一回りして小淵は仕事のペースが日常としてつかめるようになった。田部チームと違って今のチームはそれぞれが独自に動き、久保田主任のもとで吟味される。それを皆でブラッシュアップしていくのだ。その間にもイレギュラーに案件が舞い込む。小淵はやり甲斐を感じて積極的に動いた。

「小淵くん、頑張ってるのは良いけど、前のめりになりすぎるなよ。定時に切り上げてさっさと帰ってプライベートを大事にすること」

　海外の系列企業で長く勤務していた久保田は、勤務時間を皆に守らせ個人的な時間を充実させる様に指導している。おかげで会社にいる間は集中して仕事をするため、余計なことを考える暇はなく小淵にとってはかえってよかった。

「安田、なんか締まった？」

「分かります？　ジム通いの成果がやっと出てきました」

　チームの浅井に訊かれ、安田が腹をさすった。中年太り解消のために半年前からスポーツジムに通い始めたという。

「小淵くんって何かやってる？」

「学生時代はバスケやってたんですけど、いまは全然。あ、ちょっと前にジム体験行ってきました。面白かったです」

「続けないの？」

「いやー会費高そうで」

「どこ行ったんだよ。俺は地元の市民センターのやつ。子どもがそこのスイミングに行ってる間にな。結構マシンが充実してる。」

　安田が言い、浅井はフットサルチームに入っているという。

「ジム良いぞ、ジム。体験ってどこ行った？」

「トガシジムです。メンバーの人に連れてってもらって」

「ひゃーそれは高いな！　でもすごくいいらしい。悪い噂全く聞かない」

「安田、入るとき鬼リサーチかけたもんな。対費用効果まで調べて」

「当たり前です。トガシジム、トレーナーが元オリンピック選手がゴロゴロいるんだよな」

「そうなんですか！　あんまり良く知らないで行っちゃいました」

「かー！　勿体ない！　小淵くんの年代じゃ知らないか、富樫美寿々って陸上選手」

「おお、懐かしい。俺が子どもの頃の話だから小淵くんはわかんないだろうな。すげー美人だった。あの富樫美寿々のところか」

　浅井が二杯目のコーヒーを飲んだ。

「そうですよ。共同経営がほら、ハンマー投げの新庭恵子」

「新庭？」

　小淵が聞き返した瞬間に横からにゅっとタブレットが差し出された。チームの川本は誰ともほとんど喋らないが、昼食やコーヒータイムの時には必ず輪に加わっている。

　画面はトガシジムのサイト、経営者挨拶のページだった。女性が二人並んで映っている。

　小淵が「ひえっ」と変な声を出したが、それは浅井の言葉で消された。

「この人この人！　ハンマーの妖精ちゃんだっけ。年取ってもあんまり顔変わんないな」

　母親が働いているとは言っていたが、オーナーだとは。そう考えるとスタッフの態度にも思い当たる節があるのだった。







　スマートフォンのメッセージで驚愕した目玉のキャラクターのスタンプだけが次々と小淵から送られて来る。なんだこれは。何を驚いている？　新庭は意図を読み取ろうとしたがいかんせん本文がないので想像しにくい。新庭は「？」が強調されたスタンプで返した。

「言ってくださいよー」

　夜に掛かってきた電話で、小淵は子どもの様な言い方をした。

「どうしました？」

「トガシジムです。お母上のこと！　オーナーじゃないですか」

「ああ……働いてるって言いませんでした？」

「いえ、それは伺ってましたけど」

「嫌じゃなかったらまた行きましょう」

「ありがとうございます……じゃなくて。職場で知って変な声出ましたよ」

　小淵は昼休みの話をした。

「あーうん。ええとね……ちょっとややこしい話だから、今度逢ったときにちゃんと話します」

　母親が現役時代の新庭姓というのは、父親となる外国人とは離婚したのだろう、そういう話はいくらでもある。ややこしいという程でもないし、そのようなことに偏見も無いと伝えなければと小淵は思った。
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　金曜の夜、小淵は新庭の部屋を尋ねた。

「わ、イタリアンですか！」

「病院の近くにナースに人気の店があって。デリを適当に。ワインも安物だけどグビグビいけるやつ」

　新庭は小淵の好みを把握していた。小淵も六本パックのビールを渡した。

「じゃあこれは冷蔵庫に入れてください」　

「サンキュ。遠慮なく」

　そうやって金銭面で不公平のないようにしている。少々はお互い様でゆるめに設定しているのだった。

　オーブントースターで温めたピザを食べながら、新庭は母たちのこと、自分の生まれた理由を話した。

「母方の祖父母は僕を『試験管』と呼んでいました」

「試験管？」

「試験管ベビー、聞いたことないですか」

「ああ、なんとなく。今、そんな言葉使わないですよね」

「そうですねえ。人工授精は当たり前になってますし。僕の時も普及してましたけど、年配の人には受け入れがたいものがね。ましてや女同士で父親ガイジンだし」

「そんな……」

「まあ、祖父母ももうおりませんし、別に恨んでもいませんから」

　新庭は新しいワインを開けて、二人のグラスに注いだ。

「それでも僕が父と母の才能を引き継げたら良かったんですけど、スポーツも平凡、勉強も平凡。ゲイってところだけ色濃く出ちゃった失敗作です」

　一気にワインを飲み干して、もう一杯注いだ新庭を小淵は黙って見ていた。想像以上に深い話で、うまくフォローできる言葉が見つからなかったのだ。

「……嫌な話を聞かせました。すみません」

「いえ！　全く。先生、お医者さんだし、充分すごいじゃないですか」

「うん、普通ならそうかも。でも父も母も自分たちが特別秀でていますから。成長した僕がただの凡人だったことを残念に思っています。あ、母たちはさすがに今はもう何も言いませんし、昔から色々応援はしてくれています」

「話してくださってありがとうございます。上手く言えないけど、先生は先生で、俺は先生を…………愛してます」

　そう言った途端、小淵は身体中が熱くなり、涙が零れた。

「え、え、どうしました」

「俺……俺……先生のこと……すごく…愛してる……いま、口に出して言って、本当に本当に愛してるって……思って……。好きじゃなくて、愛してる」

　しゃくり上げながら小淵は新庭を抱きしめた。

「愛してる……愛してる……」

　何度も何度も繰り返して身体を離さない彼に新庭は逆に戸惑ってしまった。お涙ちょうだいの話をしたつもりもないし、どこにそんなスイッチがあったのか。だが、それをストレートに尋ねるほど野暮ではないし、彼に初めて愛してると言われたのは素直に嬉しい。

「僕も愛してます」とワインの味のするキスを交わした。







　これまで何を思っていたのか、小淵は自分をバカだと思った。新庭の首筋に舌を這わせ、小さな突起をそっと摘まんだ。新庭がクスクス笑って、逆に乳首に吸い付かれた。絶妙の甘噛みでたちまち小淵の下半身がせり上がった。服の上から撫でられて、思わず自分から下着の中に新庭の手を導いた。直接触られる心地よさに、自然と小淵も初めて新庭の男を撫でた。一瞬、小さな息が小淵の耳にかかり、もう歯止めが利かなくなった。

　もどかしく新庭の服を剥ぎ、自分もスラックスを脱ぎ捨てた。

　裸で抱き合ってベッドに倒れ込んだ。大きく脚を広げた間に新庭が顔を近づけて、彼を口に含んだ。小淵はもう何も考えず、ただ喘ぎ続けた。

「ちょっと待って……」

　新庭がローションを手に出して小淵を扱き、彼にも我が身を握らせた。小淵は強弱をつけて粘着性の音を立て、新庭は初々しさを愛しいと思った。向かい合って座り、新庭は二本一緒に手を添えて上り詰めさせた。

「入れてみたい、ですか？」

　始末をしながら訊くと、小淵は目だけで答えた。

「じゃあ、シャワーを」と小淵を浴室に行かせ、その間に新庭はトイレで自分の準備をした。

　小淵はシャワーを浴びても全く頭が冷えなかった。ワインに弱いのだ。そして出したばかりなのにもう半勃ちだ。

「僕もいいですか？」

　入ってきた新庭と大胆なキスをしながら一緒に浴びた。

　シャワーの後にワインで喉を潤した小淵は、いやらしい言葉を言わされて、弄ばれ、解しかたを教わった。彼はもうそこから身体を止められず、欲するままに新庭を蹂躙した。しなる背中に何度も打ち付けて、肌を味わい、男を味わった。彼の中で果てたとき、初めての感覚に酔った。

　湿った身体が寄り添ってきたので、抱え込んだ。触れる胸もない柔らかくない身体、でもこの世界で一番愛する男ひとだと思った。


＊＊＊＊＊


「小淵くん、ジム通い始めたって」

「マジでトガシジム入ったのか。さすが独身は違うな」

　浅井と安田が口々に言った。　

「かなり無理してますよー」

　小淵は苦笑した。実際、ちょっと厳しいかと思ったが新庭と行けるのなら厭わない。

「でも指導が良いところだって聞くから、価値はあるんじゃない」

「そうそう」

「ですよね。その分仕事頑張ります」

「若い内になんでもやっとけ、やっとけ」

　浅井に肩にばしっと手を置かれ、そういえば昨夜も同じことをされたと思った。

　トガシジムで組んでもらったプログラムをこなしていた。ランニングのあとクールダウンのストレッチをしていると、ちょっと強めに肩に手が置かれた。

「深和さん」

「入会したの？」

「ええ」

「新庭が良い顔してる。君も。やっちゃった？」

「は？」

「君たちの間の緊張感がなくなってる」

「……」

「すごくいいこと。本当に」

　深和が真面目な声を出した。

「君がいてよかった。彼、強がりの寂しがりだから」

「そうですか」

　自分の方が彼を知っていると言いたいのか。小淵はムカついた。

「ゲイは長く続くパートナーができにくいんだ。君は彼を大切な人って言ったよね。ずっとその気持ち、持ち続けてほしい」

　頼むよ、と今度は拳で胸を軽くトンと叩かれた。

「任せろ」心の中で答えた。


＊＊＊＊＊


　新庭と小淵の付き合いは落ち着いたものになっていた。というより、小淵が落ち着いてきたのだ。浮つきがなくなった分、深いところでつながるようになった。

　小淵は新庭の全てを認めて、全てを愛した。肯定されることによって、新庭は自分でも驚くほど生きているのが楽になった。

　彼らは今一緒に暮らしている。離れるなんてありえないとふたりとも思っている。
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